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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら

余
暇
や

趣
味
い
か
し
て

形
で
役
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
。社

会
参
加
の
場
と
し
て
求
め
て
く

刄宇治市役所

ＴＵ都府宇治市宇治琵琶33番地

電話ｃ3141㈹

新進堂印刷

市の人□

（昭和53年5月1日現在）

世帯数42．147世帯

ね
ぱ
り
強
い

実
践
活
動

149世帯増

144，406人

72．656人
71，750人

208人増

前月比

口
男
女
比

月
人
前面積

67．2＆平方キロメートル一一

的
に
、
お
年
寄
ｓ
＞
ｏ
ｔ
≫
者
な
芦
社

会
的
ハ
ン
デ
″
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た

人
々
と
と
も
に
社
合
芯
動
を
行
い
、

そ
の
背
景
に
あ
る
不
利
な
条
件
を
克

服
し
て
い
こ
う
と
す
る
活
動
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

そ
の
活
動
は
、
地
域
福
祉
の
第
一

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

市
民
の
自
主
活
動
．
大
き
な
輪
に

る
人
。
ク
ラ
ブ
活
動
で
老
人
ホ
ー
・
ム

を
訪
問
す
る
高
校
生
。

将
来
の
職
菜
研
修
に
と
ジ
ハ
ピ
ジ

テ
’
。
ジ
’
ン
の
手
伝
い
を
す
る
大
学

生
。私

た
ち
の
ま
わ
り
を
よ
ぐ
見
わ
た

し
て
み
ま
す
と
、
自
分
の
余
暇
や
趣

味
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
ポ
ラ
ン
テ

殺
し
、
青
少
年
の
自
殺
、
麻
薬
の
は

ん
ら
ん
な
ど
、
社
会
の
荒
廃
汚
濁
が

進
行
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
世
相
の
反

面
、
人
間
の
良
心
を
守
ろ
う
と
す
る

人
々
の
ね
ば
り
強
い
実
践
活
動
を
も

み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ポ
ラ
ン
テ
″
ア
活
動
と
は
、
自
主

市
民
茶
つ
み
の
集
い

線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
民
生
児
童
委

員
や
保
護
司
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
’
－
な

ど
の
活
動
と
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
微

力
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
一
人
の
市
民
と
し
て
、
誰
れ
も

が
自
主
的
に
参
加
で
き
る
社
会
貼

で
あ
り
、
今
後
、
大
き
な
飛
1
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い

一
「
い
Ｕ
。
Ｊ
「
い
目
測

凄
叩
‐
比
叩
・
・
；

家
族
ぐ
る
み
加
入
し
ま
し
よ
う

宇
治
市
交
通
災
害
共
済

「
少
な
い
会
費
で
大
き
な
保
障
」

ト
ト
家
族
ぐ
る
み
で
、
宇
治
市
交
通

参
加希

望
者
は
…
…

災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
自
転
車
で
こ
ろ
ん
で

ヶ
ガ
を
し
た
場
合
、
入
院
せ
ず
に
一

日
の
治
療
脅
受
け
た
場
合
な
ど
に
も

一
定
の
要
件
が
み
た
さ
れ
れ
ば
最
低

一
万
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
場
合
は

最
高
の
百
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

交
通
災
害
共
済
の
加
入
資
格
は
市

内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
加
入
さ
れ
る
人
は
、
市
役

所
交
通
労
政
課
ま
た
は
市
内
の
金
融

機
関
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

会
費
は
年
間
五
百
円
で
す
。
た
だ

し
共
済
期
間
は
十
一
月
末
ま
で
で
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
加
入
さ
れ
る
場
合

は
日
則
計
算
し
ま
す
。

母
子
家
庭
児

な
ど
に
扶
助

は
ま
る
人
に
対
し
て
、
交
通
災
害
共

済
会
費
を
扶
助
し
て
い
ま
す
。

▽
障
害
程
度
が
四
級
以
上
の
身
体
障

害
者

▽
療
育
手
帳
膏
受
け
て
い
る
人
、
ま

た
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
な
人

▽
母
子
家
庭
の
中
学
校
卒
業
前
の
児

童

▽
忠
洒
保
護
家
庭
の
中
学
校
卒
業
前

の
児
童

該
当
す
る
人
は
、
交
通
災
害
共
済

の
会
員
証
（
領
収
書
）
と
印
鑑
を
持

っ
て
福
祉
事
務
所
社
会
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
す
る
人
で
交
通
災
害

共
済
に
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
ぜ
ひ
共
済
に
加
入
し
、
扶
助
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
税
条
例
な
ど
改
正

四
月
臨
時
市
議
会
か
ら

昭
和
五
十
三
年
四
月
宇
治
市
議
会

臨
時
会
が
、
四
月
十
四
日
、
一
日
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
’

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
四
月
二
十

三
日
に
執
行
さ
れ
た
参
議
院
議
員
楠

’
の
ほ
か
、
市
民
生

を
も
つ
四
議
案
で

1 、
い
ず
れ
も
慎
重

原
案
ど
お
り
可
決

制
定
（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
特
別
土
地
保
有
税
に
か
か

る
納
税
義
務
の
免
除
に
関
し
て
調

査
審
議
す
る
た
め
設
置
す
る
特
別

土
地
保
有
税
審
議
会
の
組
織
等
を

定
め
る
も
の
）

市
税
条
例
の
一
部
改
正
（
地
方
税

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
都
市
計

画
税
の
税
率
を
百
分
の
〇
・
一
五

か
ら
百
分
の
〇
・
二
五
に
引
き
上

げ
る
も
の
等
）

一
部
改
正

（
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
低
所
得
者
に
対
す
る
保

険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
所
要

｀
の
改
正
を
行
う
も
の
）

承
認
さ
れ
た
議
案
Ｖ

二
年
度
一
股
会
計
補
正
予
算

（
十
号
）

Ｏ
五
十
三
年
度
一

（
一
号
）

委
員
会
活
動

四
月
に
開
か
れ
た
各
委
員
会
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Λ
市
民
環
境
常
任
委
員
会
▽

推
進
に
つ
い
て
の
請
願
に
つ
い
て

行
わ
れ
、
″

つ
い
て
の
四

り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
市
か
ら
、

京都府民信用組合（臨詰訟）芯
京都府民はみな仲間

力を合わせて豊かなくらし

－4月1日ヵヽら一新しくスタートしました

四几

府民信用は、京都府内に居住する

地域住民の相互扶助精神に基づい

て組織された、金融機関です。
ボータ・2ま

皿ヅり店舗のご案内

本店（東山）京伏見山科染皿政4

●宇冷｜●四条●峰山●園部●福知山●宮津④ｒ霞冒羅愛される奥様にくつろぎのプレゼント，

お利息の有利な

当組合へ
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609

議
経
過
、
お
よ
ぴ
京
阪
＝

り
ま
し
た
。

Λ
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
▽

○
四
月
二
十
四
日
…
…
市
か
ら
、
笠

取
地
区
通
学
送
迎
車
の
運
行
、
お

ま
し
た
。
な
お
、
休
憩
中
、
｀

第
二
小
学
校
区
通
学
送
迎
車
｀

委
員
会
の
代
表
三
名
か
ら
、
″

実
施
に
つ
い
て
の
地
元
の
嬰
四

つ
い
て
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

茶つみ盛ん
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身
体
障
害
者

身
体
障
害
者
の
巡
回
更
生
相
談
が

次
の
と
お
り
開
か
れ
ま
す
。

巡
回
更
生
相
談

▽
と
き
　
5
月
1
8
日
（
木
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

た
だ
し
、
こ
と
ば
や
目
耳

な
ど
の
不
自
由
な
万
は
、

ｍ
悶悶悶悶悶悶咄咄悶悶悶悶悶悶悶悶悶悶悶悶

改
訂
は
、
①
昭
和
二
十
八
年
の
災
害

を
契
機
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
計
画
を

上
回
る
大
出
水
が
そ
の
後
四
度
も
あ

っ
た
こ
と
、
②
淀
川
流
域
に
お
け
る

氾
濫
区
域
の
人
口
や
財
産
な
ど
の
巾

位
面
積
集
中
度
が
日
本
一
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
し
て
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

宇
治
川
力

改
修
計
画
は

こ
の
淀
川
水

系
工
事
実
他

計
画
の
一
環

ａ ● ● ● ● ● ● ● ● ・ ● ● 丿 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 曝 ● ● ・

● ｚ

宇
治
川
改
修
計
画

午
後
1
時
か
ら
で
す
。

▽
と
こ
ろ
…
且
掠
公
会
堂

相
談
の
内
容
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
申
請
や
障
害
等
級
の
変
更

に
必
要
な
診
断
、
禰
装
具
、
施
設
入

所
、
更
生
医
療
な
ど
で
す
。
心
臓
や

腎
臓
な
ど
内
部
障
害
の
診
断
は
い
た

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
祁
装
具
の
相
談

に
つ
い
て
は
、
樗
装
具
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
、
印
鑑
亡
于
帳
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
手
帳
申
請
お
よ

ぴ
再
交
付
の
場
合
は
、
顔
写
真
一
枚

（
4
り
Ｘ
3
り
）
が
必
要
で
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

ちびっこ集合
－宇治市こども大会－

新計画配合図

赳紳

5月14日（日）　　木幡小学校

午前9：30～正午　（雨天：体育館）

Ｇ傾川ＩＩ，・ｔ．Ｈ）

ヤ漸ダ司

消防豆知識

りｊｌｒｊ．）

水
が
出
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
修
計
画
で
は
、
も
ら
ろ

ん
、
こ
の
よ
う
な
洪
水
が
各
支
川
や

本
川
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ

プ
で
お
こ
る
こ
と
も
恕
定
し
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
今
ま
で
宇
治
川
の

バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
同
尨
（
昭
和
二

十
八
年
の
堤
防
決
壊
の
主
囚
と
な
っ

た
）
が
よ
く
論
議
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
間
題
も
計
画
で
は

←6，100

「
昼
間
里
親
」

乳
幼
児
募
集

Ｊ，唄刀φ啄

例〕
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帆
″
］
‥
‥

十
分
に
考
慮

。 】
・
れ
、
生
か
さ
れ
て
い
Ｉ

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
の
一

タ
イ
プ
を
想
定
し
た
う
え
で
「
配
合

一

図
」
が
作
成
さ
れ
て
い
る
ほ
か
ヽ
タ

ー

ム
ゲ
ー
ト
等
の
諸
施
設
の
運
川
に
つ

Ｉ

い
て
も
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

私
達
が
安
心
し
ｒ
住
め
る
町
づ
く

Ｉ

り
に
は
、
こ
れ
ら
の
令
の
計
画
が
一

突
加
さ
れ
。

・

心
必
。
要
が
あ
り
ま
す
。
一

一

一
・
―
一
・
ｓ
ｌ
ｌ
・
・
一
一
一
一
一
一
：
一
・
゛
…
゛
゜
゜
゛
゜
“
：
：
：
：
：
゛
゛
‰

消
ぶ
ハ
器
を
備
え
て
お
け
ば
、
火
災

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
、
使
い
方
を
知
ら
な
い
と
何
の

役
に
も
た
ち
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
例
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
日

の
火
災
1
鎮
火
後
、
原
因
調
査
の

た
め
燃
え
落
ち
た
天
井
を
取
り
の
ぞ

い
て
い
る
と
、
焼
け
た
だ
れ
た
消
火

書
を
よ
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た

一
回
で
も
実
際
に
便
つ
て
慣
れ
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
炎
を
み
て
も
あ
ま

り
動
転
せ
ず
に
消
火
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
何
回
も
訓
練
す
れ
ば
冷
静
に

対
処
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

の
消
火
器
は
、
燃
え
る
も
の
に
よ
っ

て
種
類
や
使
い
方
が
異
な
っ
て
い

ま
ず
知
っ
て
お
こ
う

消
火
器
の
使
い
方

器
が
三
本
も
で
て
き
ま
し
た
。
そ
の

消
火
器
は
、
薬
剤
が
入
っ
た
ま
ま
で

使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

は
「
炎
の
中
へ
消
火
器
を
投
げ
込
め

ば
、
消
え
る
」
と
思
っ
て
投
げ
込
ま

れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き

ま
す
。

と
に
か
く
、
消
火
器
の
使
用
説
明

ま
す
。
今
一
度
、
説
明
書
を
読
ん

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
購
入
の
際
一

に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
消
火
器
の
薬
剤
に
は
、
詰
替
え
が

約
一
年
の
も
の
（
泡
消
火
器
）
と

’
約
五
年
の
も
の
（
粉
末
消
火
器
）

と
が
あ
り
ま
す
。

③
家
庭
に
備
え
る
消
火
器
は
、
消
防

若
す
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保

育
を
希
望
さ
れ
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

対
象
は
、
5
々

六
週
閲
以
上
三
歳
未
満
の
乳
幼
児
で

す
。
ご
希
望
の
人
は
、
6
月
1
5
日
ま

で
に
保
育
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
保
育
所
に
入
所
を
・
希
望

さ
れ
る
人
は
、
保
育
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
保
育
課
）

日
本
赤
十
字
社

社
資
に
ご
協
力
を

法
な
ど
で
規
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

防
火
対
策
の
一
つ
と
し
て
自
主
的

に
取
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

④
消
防
署
員
や
団
員
、
市
職
員
な
ど

が
消
火
器
を
販
売
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
身
分
を

偽
る
悪
質
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

（
消
防
本
部
）

市
民
ア
ト
リ
エ

昨
年
ま
で
開
い
て
い
た
油
絵
教
室

を
三
つ
の
＝
‐
ス
に
分
け
、
『
市
民

ア
ト
ジ
エ
』
と
し
て
再
出
発
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

Λ
油
絵
コ
ー
ス
ｖ

▽
と
き
・
・
・
5
月
2
3
日
～
7
月
1
8
日

の
毎
週
火
曜
日
、
午
後
7
時
～

9
時

▽
と
こ
ろ
…
市
民
会
館
大
会
議
Ｓ
Ｉ

▽
内
容
・
・
・
静
物
や
人
物

▽
指
導
・
：
宇
治
市
美
術
家
協
会
の

先
生
方

教
材
費
と
し
て
千
円
必
嬰
。
定
員

は
4
0
人
。

Λ
日
本
画
コ
ー
ス
ｖ

▽
と
き
・
・
・
5
月
2
5
日
～
6
月
8
日

の
毎
週
木
曜
日
と
6
月
1
4
日
～

2
8
日
の
毎
週
水
曜
日
。
午
後
7

時
か
ら
9
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
市
民
会
館
大
会
議
室

▽
内
容
・
・
・
静
物
の
細
笛
デ
ぶ

と
彩
色

▽
指
導
・
：
無
所
叫
画
家
の
紅
山
幸

水
さ
ん

教
材
費
五
百
円
必
嬰
。
定
員
は
4
0

人
。

Λ
水
墨
画
コ
ー
ス
ｖ

▽
と
き
・
・
・
5
月
2
4
日
～
6
月
2
8
日

の
毎
週
水
凶
日
。
午
前
1
0
時
か

ら
1
2
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
公
民
館
会
議
室
（
市
教

公民館

教室

育
委
員
会
二
階
）

▽
内
容
・
・
永
墨
色
合
せ
、
手
本
の

下
書

▽
指
導
・
・
永
斟
田
家
の
松
田
東
尚

さ
ん

教
材
費
五
百
円
必
要
。
定
員
は
9
一

人
。

◇
園
芸
教
室

▽
と
こ
ろ
・
：
小
倉
公
民
館

▽
講
師
・
・
・
盆
栽
菊
研
究
家

野
口
貞
三
さ
ん

受
請
さ
れ
る
人
は
、
当
日
、
会
場

へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。（

公
民
館
）

お客様のお食事と御愛用車のお食事は……

宇治市宇治一番116◇

宇治新町，宇治川東，大久保，国道（大久保～淀線角）

本社

営業所

610

事
故
に
そ
な
え

実
戦
訓
練

昭
和
四
十
六
年
、
建
設
省
は
淀
川
今
回
の
宇
治
川
改
修
計
画
で
は
、

治
水
計
画
を
改
訂
し
ま
し
た
。
こ
の
基
本
と
な
る
対
象
洪
水
を
、
今
ま
で

の
よ
う
な
実
績
洪
水
や
確
率
洪
水
に

求
め
ず
、
二
日
連
続
雨
量
に
求
め
た

点
が
一
つ
の
特
色
と
い
え
ま
す
。
こ

れ
は
、
過
去
に
発
生
し
た
洪
水
に
対

応
す
る
一
連
の
降
雨
が
、
ほ
と
ん
ど

二
日
以
下
で
肪
～
て
い
る
こ
と
を
考

え
て
4
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
施
設
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
、

淀
川
本
川
の
枚
方
で
は
二
百
年
に
一

灰
の
洪
水
、
支
川
下
流
部
に
あ
た
る

宇
治
で
は
百
五
十
年
に
一
度
の
洪
水

に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
諸
施
設
が
改

修
計
画
の
な
か
で
た
て
ら
れ
て
い
る

と
お
考
え
く
だ
さ
い
。

ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
大
洪
水

百
五
十
年
に
一
度
の

洪
水
に
耐
え
ら
れ
る
計
画

少
し
町
門
的
に
な
り
ま
す
が
、
計

皿
で
は
、
こ
の
二
日
連
続
降
雨
儡
一
に

対
ず
る
年
超
過
確
率
が
、
淀
川
本
川

で
は
二
〇
〇
分
の
一
に
、
ま
た
、
支

川
下
流
耶
で
は
一
五
〇
分
の
一
に
な

を
引
き
お
こ
す
と
考
え
ら
れ
る
流
域

の
二
日
連
続
雨
量
は
、
枚
方
で
は
三

〇
一
了
リ
、
宇
治
で
は
二
七
二
ミ
ジ

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

洪
水
が
お
こ
る
と
、
枚
方
で
は
一

二
、
〇
〇
〇
ト
ン
毎
秒
、
宇
治
脇
付

近
で
は
Ｉ
、
五
〇
〇
ト
ン
毎
秒
（
天

ケ
瀬
ダ
ム
と
仮
称
大
戸
川
ダ
ム
で
洪

水
訓
節
を
お
こ
な
っ
て
の
数
字
）
の
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